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概要 
（100～150 字程度） 

乳酸菌の摂取による腸内細菌叢と宿主免疫系に及ぼす効果を検

討した。野沢菜漬け由来乳酸菌の摂取により、ラクトバチルス科お

よび S24-7 科の菌が有意に増加することを見出した。また、乳酸菌

の免疫機能に対する影響を調べたところ、樹状細胞や T 細胞を含む

宿主免疫系が活性化するとともに、がん細胞に対する抗腫瘍活性が

増加することを確認した。 
研究目的 
（300 字程度） 

近年、腸内細菌叢のバランスが崩れる「Dysbiosis」の状態は、

肥満などの代謝関連の疾患だけなく、免疫関連疾患を引き起こすこ

とが知られている。また、腸内細菌叢の多様性や菌種に応じて、免

疫チェックポイント阻害薬の効果が異なることが報告されており、

腸内細菌の制御を介した宿主免疫機能の維持が着目されている。 
これまでに申請者らは、野沢菜漬由来乳酸菌株を多数単離し、宿

主免疫細胞からのサイトカイン産生を強く誘導する乳酸菌株を見

出している。そこで本研究では、乳酸菌摂取による腸内細菌叢を介

した宿主免疫の恒常性維持機能を証明する。また、乳酸菌の免疫調

節機能を利用して、炎症性腸疾患の予防や改善、がんの再発や転移

の予防について検証を行う。 
研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

野生型 C57BL/6 マウスに対し、これまでに見出した有望な野沢

菜漬由来乳酸菌株を摂取させ、マウス盲腸を採取後、DNA 抽出を

行い、次世代シークエンサーにて腸内細菌叢を解析した。まず、菌

叢の多様性について解析したところ、乳酸菌株の摂取により菌叢の

多様性が低下した。また、乳酸菌株の摂取により、ラクトバチルス

科の菌の割合増加に加えて、共生細菌の一種である S24-7 科の菌の

 



割合が有意に増加することが示された。S24-7 科の菌はバクテロイ

デス目に属し、哺乳類の腸内細菌叢として豊富に存在し、様々なヒ

ト疾患で増減していることが報告され、疾患発症や重篤化との関与

も示唆されている。よって、乳酸菌摂取で増加する S24-7 の免疫細

胞への作用について、今後、詳細を解析する必要があると考えられ

た。 
野生型 C57BL/6 マウスを用い、乳酸菌株を 1 週間、経口投与さ

せた後、脾臓を回収し、total RNA の抽出を行い、サイトカイン

mRNA 発現を定量 PCR で解析した。その結果、乳酸菌を摂取させ

たマウスの脾臓細胞において IFN-βおよび IFN-γのmRNA 発現が

増加した。また、脾臓細胞から CD4 陽性 T 細胞および CD8 陽性 T
細胞を磁気ビーズにより単離し、ケモカインレセプターおよび細胞

傷害関連分子の mRNA 発現について定量 PCR で解析したところ、

乳酸菌を摂取したマウスのCD4陽性T細胞のCXCR3およびCCR5
の mRNA、CD8 陽性 T 細胞の Perforin および Granzyme B の

mRNAの発現レベルがコントロールマウスより高い傾向であった。

また、マウス脾臓細胞を YAC-1 細胞と共培養を行い、NK 活性を

解析したところ、乳酸菌の摂取で NK 活性が増加する傾向にあっ

た。 
 以上のことから、乳酸菌の摂取で腸内細菌叢が変化し、免疫賦活

作用が向上することが示唆された。今後は、乳酸菌摂取による腸内

細菌叢を介した宿主免疫の恒常性維持機能を証明し、乳酸菌の免疫

賦活作用を介した、がんの再発や転移の予防、がん免疫治療におけ

る抗腫瘍効果の亢進について検証を行う必要があると考えている。 
 
 本研究の遂行にあたり、計 5 回の Web 会議を実施し、実験結果

や進捗状況について報告した。また、その後の実験計画について、

意見交換やディスカッションを行った。 
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